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     第４回 高遠町地域協議会会議録 
開 催 日 令和７年２月７日（金） 

開 催 時 間 開 会 午後６時 30 分 閉 会 午後７時 03 分 

開 催 場 所 高遠町総合福祉センター２階会議室 

委員の出欠 

 

出席 13 名 

欠席 ４名 

番号 委員氏名 出欠 番号 委員氏名 出欠 

１ 北原 幹人  11 澤   広行  

２ 西村 則義  12 山﨑 恭子  

３ 北原 直  13 伊藤 幸子  

４ 北原 康弘  14 岡部 功治  

５ 藤澤 尚弘 欠 15 伊藤 俊成 欠 

６ 西村 博  16 丸山 宏一  

７ 小松 慎 欠 17 井出 順徳 欠 

８ 伊藤 一明     

９ 田畑 友紀子      

10 松下 のぞみ     

署 名 委 員 10 番 松下 のぞみ 11 番 澤  広行 

委 員 以 外 の

出 席 者 

 

出席 12 名 

高遠町総合支所長 福澤 清、保健福祉部健康推進課長 北原 静香、同診療所係長  

中山 保、文化スポーツ部スポーツ課長 宮下 誠、同体育施設係長 伊藤 明仁、教育

委員会生涯学習課長 矢澤 浩幸、同高遠教育振興係長 池上祐一、高遠町総合支所総

務課長 田中 智、同総務課長補佐（総務係長） 北原 善昭、同総務係主査 柿木 敬

子 

伊那市議会議員 宮原 英幸、伊藤 のり子 

会 議 事 項 

会議事項 

（１）長藤診療所の診療体制について 

（２）高遠スポーツ公園プール営業時間の変更について 

（３）高遠町図書館の閉館時間の繰り上げ、文化センターの貸館終了について 

報告事項 

（１）伊那市過疎地域持続的発展計画の達成状況について 

（２）鉾持除けの松枯れ対策について 

会議提出資料 

１ 国保直営診療所の診療体制の変更について 

２ 高遠スポーツ公園プール営業時間の変更について 

３ 高遠町図書館の閉館時間短縮について 

４ 高遠町文化センター貸館業務の終了について 

５ 高遠町図書館、高遠町文化センター配置図 

６ 伊那市過疎地域持続的発展計画達成状況について 



 

- 2 - 

１ 開会（午後６時 30分） 北原副会長 

２ あいさつ 西村会長、福澤総合支所長 

３ 欠席委員の報告 西村会長 

５番 藤澤尚宏委員、７番 小松慎委員、15番 伊藤俊成委員、17番 井出順徳委員 

４ 会議署名委員の報告 西村会長 

10 番 松下のぞみ委員、11 番 澤宏行委員 

５ 会議事項 

（１）長藤診療所の診療体制について 〔説明:北原課長〕 

  上伊那地域の整形外科は、医師不足のために大変混雑しており、受診しづらいという話を聞いてい

る。医療機関の混雑の緩和と患者様の利便性の向上のため、令和７年４月から診療体制を充実する。 

  長藤診療所については、今年度整形外科の診療日を１日増やしたところ、診療件数が前年同期比

140%に増加している。また、医療リハビリは行っていないので、美和診療所など他の医療機関へ紹介

をしている状態で、患者様にご不便をおかけしている。これらの状況を踏まえ、整形外科の診療体制

を見直した。 

  令和７年４月から、月曜日、水曜日、木曜日の午前、金曜日の診察日に加え、木曜日の午後を追加

する。併せて理学療法士を配置し、リハビリテーション科を追加する。渡り廊下でつながっている旧

長藤健康増進施設の理学療法室で行うので、患者様は長藤診療所で医療リハビリを受けることができ

るようになる。 

  美和診療所は、診察日の変更はないが、介護リハビリ事業は、利用者数が減少しているので火曜日

のみ実施とし、美和診療所の理学療法士は火曜日以外は長藤診療所に常駐することになる。 

医療を取り巻く環境は、人口減少、高齢化、医師不足、通院の移動手段の確保など課題が大変多い

が、東部地区の医療を持続するために、診療体制の検討と国保直営診療所の経営改善などに努めてい

きたい。 

（２）高遠スポーツ公園プールの営業時間の変更について 〔説明:宮下課長〕 

現在定休日の火曜日を営業し、営業終了時間を午後９時から午後５時に変更する。 

現在の営業は、７月の第２土曜日から８月の第４日曜日までで、平日の営業は学校の夏休み期間中

のみとなっている。 

変更理由は、火曜日の営業を望む声が多いことや午後５時から午後９時までの夜間の利用者が少な

く、夜間の管理人や監視員の確保も毎年大変苦慮しているためである。なお、火曜日を営業日とした

場合、今年の夏は営業日が４日間増える。 

（３）高遠町図書館の閉館時間の繰り上げ、文化センターの貸館終了について 〔説明:矢澤課長〕 

 ①高遠町図書館の閉館時間の繰り上げについて 

高遠町図書館の開館時間は、午前１０時から午後８時までとなっていて、市内図書館と比較すると

１時間長い。また、近隣の公立図書館でも、午後８時まで開館している図書館は無い。 

令和５年度の利用状況は、午後７時以降に利用されている方が全体の２％程度で、1 日当たり１人

程度になっている。 

来年度より、高遠町図書館の閉館時間を、伊那図書館に合わせて午後７時に繰り上げる。 

 ②高遠町文化センターの貸館終了について 

高遠町文化センターの２階部分で貸館を行っているが、近隣には高遠町総合福祉センターやますそ

がある。 

今年度やますその改修工事をして、４月から生涯学習課高遠教育振興係と高遠町公民館の職員が常

駐し、今まで以上に円滑な貸館対応ができる。 
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高遠町文化センターの貸館業務を終了し、高遠町図書館の施設とする。現在の利用団体にはやます

そをご案内する。実施時期は、高遠町総合支所新庁舎の業務開始に合わせて検討する。 

〔質疑応答〕 

（委員）図書館の日曜日の閉館時間は現状どおりでよいか。 

（課長）現状どおり（午後５時）である。 

（委員）図書館の視聴覚室を古文伝承会で利用しているが、図書館の了解があれば使えるか。 

（課長）基本的に貸館業務を終了するので、やますそを利用していただきたい。やますそでもビデオを 

再生できる部屋もある。 

（委員）やますその４階の和室と３階の大会議室はビデオ再生ができない。年２回、図書館２階の部屋 

でビデオを観て練習しているが、年に数回であれば利用できるのか。 

（課長）やますそにビデオ再生装置、テレビ等を用意して対応するので、やますそを使っていただくよ 

うお願いしたい。 

（議員）閉館時間に関係ないが、要望というか検討をお願いしたい。冬場の図書館がとても寒く、利用 

者の評判が悪い。子供たちが寒くて、落ちついて勉強できないようである。 

暖房はペレットストーブを使っているが、なかなか暖まらない。家庭で使っているようなストーブ 

を使うと、結露ができてしまう。ペレットストーブは管理をしていただいているが、調子がよくない。 

また、図書館で長時間過ごしてしれば食事が必要であるが、本を汚す可能性があることから食事をと 

ることが出来ない。その一方で自動販売機が設置してある。 

（課長）暖房について、ファンヒーターは結露するので中古のエアコンを手配したが、更に施設担当者 

と考えていきたい。食べ物についても、販売機があるというのは確かにおっしゃるとおりなので、検 

討していきたい。 

（委員）やますその空調も整備して良くなったと思うが、今年の 20 歳の集いの日に早朝から暖房をつ 

けたが、行事が終わるまで暖房が効かずに寒かった。高遠分館の映画会も早くから暖房をつけたが寒 

かった。整備前の方が暖房は効いていた。整備前は天井のファンがあった。天井付近の暖かい空気を 

下ろす方法があるのか、エアコンの調整を確認していただきたい。非常に寒いので、是非改良してい 

ただきたい。 

（課長）ご不便をおかけして申し訳ない。施設担当者と確認しながら考えていきたい。 

６ 報告事項 

（１）伊那市過疎地域持続的発展計画の達成状況について 〔説明:北原課長補佐〕 

  伊那市過疎地域持続的発展計画の概要については、旧高遠町及び旧長谷村の区域において、令和３

年度から令和７年度までの５年間、国が対象経費の最大７割を負担する過疎対策事業債を活用し、移

住・定住・地域間交流の促進、産業の振興や観光の開発など資料に記載されている事業を実施できる

というものである。 

令和５年度実績の評価方法として、国では人口推移の目標を設定し、評価することとしており、前

年度末時点の人口（実績値）を基に現状を地域協議会にご報告するものである。 

実績値については、高遠町地区における地区別人口の令和５年度実績値（令和６年４月１日時点） 

 は 5,079 人であったので、令和４年度実績値（令和５年４月１日時点）の 5,215 人から 2.6%減少して 

いる。同じ減少率（2.6%）で推移していった場合の令和７年度末人口は 4,818 人となるので、過疎計 

画において設定している目標値の 4,810 人を上回る。このままの減少率を維持すれば、目標が達成で

きる見込みであるため、継続して計画に基づいた過疎対策に取り組んでいきたい。 

過疎対策事業実績に記載されている金額は、過疎地域全体（高遠町、長谷）に係る金額であるが、 

 記載している主な事業は高遠町地区のものとなる。 
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（会長）この実績は達成できたということで、評価してよいということである。予測人数を上回ったか

ら減少率にブレーキがかかり、勾配が滑らかになった。この活動が再開されてから、地域協議会に評

価を任せられており、年に１回実績を示していくことになっている。目標に達していないと資料にあ

る事業に打つ手が足りないということになり、新たな施策を考えないといけないが、現状の実績でい

くと目標をクリアしているので、このまま成果を上げていくことになる。 

（２）鉾持除けの松枯れ対策について 〔説明:福澤総合支所長〕  

 以前の地域協議会でご説明した経過があるが、その後現在までの動きを報告する。 

長野県林務課、上伊那森林組合、市で現地を確認してきた。それにより、今後の被害状況の把握方

法や対策について、それぞれの立場で検討し、方向性を出していく状態であるので、皆様に報告する

場を改めて設けたい。 

７ 次回日程について 

（会長）地域協議会の委員提案書は、３月 28 日期限でお願いしたい。今年度の任期が２年となってい 

 るが、所属団体で１年交代の場合は、１年間の内容を引き継いでもらいたい。次回日程については、

委員提案書の提出状況によりご案内する。 

８ 閉会（午後７時 03分） 北原副会長 

 


